
子 ども室を考 え る(第4報)

家 具 と 配 置

荻 野 妙 子

目 的

子 ども部屋は子 ど もの世界で も決 して 全てで はないが,重 要な一部分を占めてい る。

その個人 スペ ース と しての子 ども部屋をときにはベ ッ ドル ームとして,と きにはプ レイ

ル ームと して検討 して みたいと思 う。

広さについて

部屋の規模 にたいす る好みは社会文化 的傾 向で あると考え られ るので ,子 ども部屋の

理想規模 を一般化す る ことはで きない。た とえばバクス トンの アメ リカでの調査の検 討

結果 と英 国建築研究所の調査(助 成金を うけてい る住 宅の入居者 を対象 と した)に っい

てのデ ィックの検討結果 とを比較す ると次 のよ うにな る。 アメ リカ人の場 合3m×4 .5

笳(約14㎡)で あり,つ ぎに好 まれるのが2.7m×3 .6m(約10㎡)で ある。イギ リス

の賃 貸住宅 の入居者の場合には質問対象 とな った グループで
,8.2～8.7㎡ では不満 を

もらして いるもの は全体の5分 の1に す ぎなかった とい うことであ る。 これ ら住宅の 間

取 り,規 模,ベ ッ ドルー ム,そ の付属スペー スの使 い方 は国 によ りま た同 じ国で も階級

によ りさまざ まである。 さて 日本 の場合 この数値 と照合 してみ ると,ア メ リカの14㎡ と

いえば8～9畳,イ ギ リスの8.2～8.7㎡ の場合4～6畳 位の広 さ とな る。 この広 さの

差 をどの ように解決 して い くか,機 能的で かつ居心地 の良 い部屋 作 りの上で大 きな要素

を占める と言 えよ う。 いかに広 く見せ るか,そ して,ラ イフサイクルを考 えた上 での将

来 の増改築の方 向性 など も考慮に入れな ければな らない。増 改築 とまで いかな くて も少

くとも室 の模様替 えは必 要 となって くるであ ろう。

機 能

子 ども室の機能 とい うと睡眠場所であ り,勉 強部屋であ り,遊 び場で あり,更 衣室で

あ る。 とな ると,こ れ らの機能 を果たすた めにベ ッ ド又 はふ とん,タ ンス,机 ,整 理棚

な どが必要にな って くる。前 の項で のべ た ように広 さは,い くらで もとって もよい とい

うわけで はない。あ る一 定の広 さの中に使用目的に合 わせて配置 しな ければな らない。
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そのため家具なども,空 間を合理的に工夫されたものを使う必要があると思 う。その大

きな要素は収納の合理化であり,適 当な配置であると思う。日照 ・通風,な どの自然の

良きものをも考慮にに入れた配置にも心がけなければならない。

ベットの下に収納を

一 部屋 を二人 で共用 す る場合 の工 夫(6畳)

中央 に二段ベ ッ ドを置 き,左 右

対称にカウ ンター式の収納 にも使

える棚 を置 く。

押 し入れの部分を利用 して,下

の段のベ ッ ドの足 もとが押 し入れ

に入 るように して上段 はそのまま

ベ ッドに使い下段 のあいたところ

にタンスを置 く。

結 び

子 どもの成長にあわせた子ども室の家具選びと家具の配置をいろいろと考えてみたが,

子ども自身が,使 いやすく安全で,か つ快適に過 ごせ るようtt成長の個人差"ま た個性

のある部屋作りを心がけたいと思う。

家の立地条件,部 屋数,家 族構成,生 活様式,自 然環境によりいろいろと条件が異る

がまず一番に考えたいのが住む人にとっての居心地の良さ,使 い勝手の良さであろう。
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今後 それ らの ことを心が けなが ら研究 をすすめて行 きたい と思 う。
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